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3. 1990隼伐と2000隼伐の貰アジアの瞳鼻血逮（u叩＞（→まとめ1～2】1.はじめに
ダストストームは強風によって土壌粒子が舞い上がる現象であるが、土壊粒
子が舞い上がり始める風速（臨界風速）は土壌粒子の粒径分布、土壌水分、
植生分布、積雪、濠土、土地利用（耕作・牧畜活動など）といった地表面技館に
よって大きく異なる。地表面状態の把握において衛星リモートセンシングは有
力な情報を提供し、ダストの数値モデリングにおいても多分に利用されている。
しかしながら、観測精度や時間・空間代表性の問題から、モデルによるダスト
発生量の再現・予測には課題が山積している。
本研究では、世界各地
に分布する気象官署デー 隊司丞忌・1炉事長男~韮訟J/l![；；.~ ザ
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2.データ・解析方法 〉些旦主主
〉気象デー夕 刊eGIMMS (Global Inventory Modeling 
臨界風速の見積もりには、マンダル andMapping Studi白，）da匂set川町制、加）
ゴピの気象宮署で観測された現在 〉夏畢降水量：
天気と風速（地上高10m）を用いた 以下の理由より、5・8月の積算降水量を
。気温、降水量についても同気象 夏季降水量とした。
官署デー タを用いた。 ・NOVIデータの全期間中（1981・2006年
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・5-8月の積算降水量とNDVlm吋の相関
現在天気番号州＝07・09,30-35, が他の期間（5-6月、 5-7月）よりも高かっ
98が報じられたとき、ダストが発生 た（図2）。
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もり、この値以上の風速の風械 で店主 ロπτ園 町山｜百五品齢｝：（→まとめ4）ー
風と定義した。 園~：5-6月（左図），5ー7月（中図）'5明細川蹄 ｜ I号窓？波線記掠？｜前官汚惣魁貯’｜
水量とNDVITUXの関係。 " 
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国7マンダルゴピにおける4月の強風発生頻度とダスト発生頻度の関係。左図の育
三角lまNDV」uの大きかった上位10年、赤三角は下位10年を表す。同様に、右図
の育三角は夏季降水量の多かった上位10年、赤三角は下位10年を表す。
4.マンダルゴピにおける薗思且遣の
錘年霊化 f→まとめ3)
20 
表1 町田cntWeathers in SYNOP A割前ioteclWith Dw<t W回 lher(11¥lfO. 1995]" ?
?
??
?
?
?
???
?
?
. w Cmほ恨U
宮 町~~訳出：~~認は芯－~~＂＇：.＇＂：.＂＇~立二：－＝.附凶晴i耐・御園回a皿＂＇明町闘世個師 na咽J。町，ind施。箇eoflli均,c,bl<,・t噌甲町a眠法施自由閣
国 w品企叫司副WllWh量制。e皿叫柚同時国岨創世田otlh<lt岨岨歯切lhc戸時岨時国＇＂・ tlheti開。fol岨噌ion.
bl!l回＆皿羽田圃町醐副担a咽
帥 ＆出陣M'fflot脚由町四時踊，園事・a血B問。fol旭町－冒・at出削聞血ring血伊田clir唱bcu
30 尚，illorm 陶酔企闇附随or回曲樹園，l,ud,民踊剖命宮崎血開制h・ghoot 
31 ・拘掴依田副知駒血・皇制閣官圃圃掴＂＂＂，回符尉官誼嗣 ed剛Fdur町山戸官制沿噂hour
32 s句”植田制－・曲....前回or圃崎町m,hH hep, or i. incr担制御崎臨宵曹司周回2
33 開問＆圃胸間信醐由貿，o.huckct岨副前町lhepr“吋i噌hour
34 附町a皿富岡閣官回世園開．田略F岡崎le晶踊F蜘司血F田odm;hoor
35 S軒町制剛司町掴耐掴m，随時絹町出面白軸剖chr叫血問団司hoot
鴨 由m叫＂障問問曲面岡町曲ぬ圃陣寓m...凪E由岨m・tir官。fd・...
'The輔脚咽酬明岨hm, 回目，，.，，，＿.・風師 d圃嗣吋皿a皿e曲・回。ム ww•cn，岨． 明，珂 35，釘岨，·弘
子炉J ぞR ’・j-.τ・4
〉瞳鼻血遣の毘種もり方： .：－：：；両刃町内～・（1}~~討が
風速 u=u1の恥ダストが発生すると j ~h ('(•)t n必死言
、臨界風速u，が旬以下（すなわち、 1 • .JJIIL / 1マ；“名
u,<u1）であるこ占が分かる。このことは 1
、ある期間の風速 u司令におけるダス ~ 川 11J f iし
ト発生頻度（F抑制）と臨界風速が風速 i寸Hllrtfl r ~ ~ L 
u，未満 （u1<u1）である頻度 (j；内）が同 ‘ 1111 hi i可
じであることを意味している。 ・ l l lll~で－－::i
fut<初＝凡川崎 一一一一一（1) 剛山“同 M 叫旧制叫式（1 ）は、風速刊臨界風速の頻度見’品；忠世品：！拡詰（~；！
分布の Fems［叫パーセンタイル値であフ左輸）と各鳳速のダスト発生頻度（F吋,X折れ線グラ
ることを意味している。式（1）と同様にフ右紬）。機グラフの白抜き部分はダスト非発生時、ハ
式（2）カ鳴られる。 －~；g;f：：~よ空：：~：ま銭号~tす＇；（
五t向1+1=F酎旧｜叫＋］ 一． 一（2） 
I 〉瞳..遣の5パーセンタイル値（u15J.;.
式（1）と（2）の差より、臨界風速が風速
u，と1'；＋］の聞である頻度V ＝ 式（1）から図3の各属速のダスト発生頻
U／訓 ＜ui+l 度F.帥は臨界風速のパーセンタイルをL向／＋］－f.,向，）は式（3）で表すことがで
示していることが分かる。凡 ｜が5%にきる。
なる風速は臨界風速頻度分布の5パー
センタイル値であり、以降＂is%と表現する
こととする。
＂－＇－＂＇剛...拘時.，，.. 制.，
間4.1990年代と2000年代の東アジアの4
月の臨界風速（uu"l（左上回と右上図）お
よびそれらの差（左図）。
まとめ1: 
1990年代はタクラマカン砂漠と黄土
高原の臨界風速が低く（ダストが舞い
上がりやすく）、モンゴル北部の草原
・,.:J 域で最も高い（舞い上がりにくい） 。
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6.まとめと者寝：
1.まとめ1は3節に記載。
2.タクラマカン砂漠、黄土高原については1990年代と2000年代の臨界風速
にあまり変化は無いが、モンゴル北部の草原域では臨界風速が減少してい
る地点が多数分布している（ダストが舞い上がりやすくなった）（図5）。
3.マンダルゴビにおいては、 1970年代から臨界風速が減少し続けており、
NDVlm似も1980年代以降減少傾向にある（図的 。マンダルゴピにおいて4月
は、積雪、濠土の影響が少なく、降水、当該年の植生活動の影響が少ない
と考えられる（図7）。NDV1maxは前年夏季植生量の指数であり、春の枯れ
草の指数と捉えることも出来るため、春の枯れ草が4月のダスト発生に大き
く影響している可能性が考えられる。
4. NDV1maxと夏季降水量を指標として前年夏季植生量のダスト発生への影響
を強風発生頻度とダスト発生頻度の関係で見たとき（図7）、どちらの指標で
見ても植生が多いと翌年春のダストが発生しにくい（図7において青三角が
下の方に分布している）傾向がある程度見られるが、この傾向はNDVlm出よ
りも夏季降水量の結果の方が顕著である。
5.図7において、例外年（e.g.，前年夏季の植生が多いにもかかわらずダスト
が発生しやすかった事例）が見られるが、これらについては放牧庄の影響、 IJ
当骸年の降水、積雪・産土の影響、植生種の違い、 GIMMSNOVIの解像
度（8km）の植生量としての代表性などについて考察していく必要がある。
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